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業界の景況

情報連絡員報告（平成28年12月）

2016年12月（前年同月比）
情報連絡員報告を中心とした

県内各業界別の動向

食品団地
12月商況は、昨年より上昇傾向。特に県外出荷に増
加がみられた。重油、軽油、ガスの値上りにより、やや
収益を減少させた。地域量販店が閉店する一方、高
知市内は、コンビニ等の出店により過剰な状況。

機械団地
売上高などに少しバラつきが見られるが、全体的に業
況は横ばいから下降傾向か？公共関連では年度末
需要に向けた引き合いを期待している。

酒類製造
12月最需要期に苦戦。やはり県内需要が厳しい結
果となっている。

刃物製造
上半期に売上は少し停滞していたが、12月はまとまっ
た受注があり、前年より売上を少し伸ばすことができ
た。ただ、職人不足にもより納品の遅延があり、得意先
に迷惑をかけている状況である。

水産食料品製造
ここ数年来お歳暮とかおみやげ用の商品の売れ行き
が落ちたのは話にならない。量販店では例年、年末
年始用に通常商品の売場を狭められてくるが、専門
店も壊滅状態なので、全然売れずカバーできない。

船舶製造
操業度は高い水準で推移している。

外衣・シャツ製造
備蓄生産の時期で現時点の仕事量は多くはないが、
来シーズン以降の受注を海外から国内に取り戻すべ
く、営業活動を進めている。が、大口のロットを国内に
取り込むのは非常に難しく業況は厳しい。

珊瑚装飾品製造
12月の製品会取引高は、前年同月比60％であった。
外国船の寄港は増えているが、市内の市場に対する
購買力は非常に下がっている。

木製品素材生産
12月の価格はスギ、ヒノキ共に前月比横ばいの状況であ
るが、搬入量については同8割程度と減少の状況である。

卸団地
年末の繁忙期は昨年より弱い印象。原因は、鍋商材に
関しては暖冬、クリスマス商戦に関しては暦の影響を推
測。忘年会などの宴会商材についても昨年より悪い印
象。全体の宴会の件数が減っているのではないか。

製材
年末となったことも含め、原木・製品共に動きはみられ
たが、価格等は値上りの傾向はなかった。

青果卸売
秋、冬物野菜の不作による入荷減、単価高が長引き、買
い控えにより消費が低迷。単価高にもかかわらず、前年
比99.7％に止まった。

製紙
生産、出荷共に順調である。円安による輸入パルプ、
重油の動向が心配の材料。

生鮮魚介卸売
カツオ、小物は例年通りの入荷。マグロは年末に
かけて通常の3・4割減少の入荷となり、高値で推
移した。

印刷
前半低調だったが後半盛り返す。7月以降前年割れが
継続していたが久しぶりに前年並みが確保できた模様。
今後29年度大政奉還150年、30年度明治維新150
周年のイベント特需で業界全体が潤う事を願いたい。

各種小売（土佐市）
年末といっても小売店は昔のように忙しいという事も
なくなり、年々厳しい状況が続いている。飲食店は忘
年会等で賑わっていた。

生コンクリート製造
出荷数量は前年同月比 97％。

各種小売（安芸市）
毎年恒例の商店街の歳末大売り出しをした。年々参
加店が減少している。今年は16店舗で実施したが、
売上は前年度より増していた。

ガソリンスタンド
OPEC減産合意により、原油価格は指標原油の米国
産WTIなど㌭50ドル超の水準に上昇、為替レートも円
安ドル高が加速、今年最高値を更新。高知県の価格
は12月後半よりレギュラーガソリン130円台。

旅館・ホテル
忘年会等の会合は少なくなり、人数も減少した。景
気は縮小気味に感じられる。

電気機械器具小売
全商品平均で、前年比96％。その中で、冷蔵庫
101.2％。テレビ72％とテレビが大変厳しい。  

飲食店
12月は忘年会シーズンだったが、非常に宴会が少なか
った模様。

中古自動車小売
良質の中古車は、仕入れ価格が高騰し店頭に展示
するのが困難となり、展示在庫車は減少している。状
況は横ばいのままである。

旅行業
組合クーポン売上前年同月158％、全旅クーポンを加
味して143％。11月分の売り上げ減少を12月分で補う
ことが出来た。総売り上げも前年対比を上回っている。

商店街（高知市）
中央公園地下駐車場利用状況（前年比） 売上100.3
％ 利用台数101.9％。中心街の12月通行量調査で
は、平日が約39,600人（前年比114.6％）休日が約
51,000人(前年比101.8％)の結果となった。

一般土木建築工事
12月の公共工事請負金額は前年当月比で90.1％、前
年対比累計金額では117.0％。防波堤等の大口工事
もあり、今期は前期を上回る公共工事高が期待される。
引き続き組合員の業況に留意していきたい。

商店街（四万十市）
今年に入って、積極的な消費を控える空気があったが
やや持ち直した感じを受ける。全体的に前年並みではな
いか。天神橋商店街では、各店舗の新規客獲得を目的
に、商店街ツアー等を開催、お客様には好評だった。

電気工事
組合員の施工する電力引込線関連の工事量は18％
減の前年同月比82％となった。ほぼ、全県下的に減
少した。

タクシー
１車当り運送収入・輸送回数は、前年同月比で収入：
1.6％減、 回数：2.8％減。 前月比で収入：1.3％増、
回数：1.1％減。

一般貨物自動車運送
原油価格の高値と円安により軽油価格が上昇してい
る。繁忙期での燃料費の上昇は痛手である。物量も増
えてはいないがドライバー不足で仕事を減らす事業者
もでてきている。

業界の状況 ・・・好転 ・・・やや好転 ・・・不変 ・・・やや悪化 ・・・悪化
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